
京都府立福知山高校
学校図書館司書 岡本みさき

福知山高校の図書委員会活動



１．はじめに

１）学校の概要
・京都府北部に位置する

創立115年の伝統校で進学校

・生徒数：高 校：702名

附属中学：40名（2015年開校）

【高校】普通科５ 文理科学科１（1学年）

文武両道…部活動加入率約８５％

ボランティバンクの登録率7割を超える

水曜日以外7時間授業、月2回土曜講座あり

日々演という課題が毎日出される

【附属中学】文理科学科に進学



１．はじめに

２）図書館の概要

・蔵書冊数：約26000冊

・昨年度1人当たりの貸出：3.3冊

・図書視聴覚部という分掌で

常駐２名＋学校図書館司書

・図書館の運営、視聴覚関係、郷土資料室の運営、

ＰＴＡ関係（庶務とお知らせメール）、

語彙読解力検定と新聞活用セミナー担当、

福高だより（中学校向け）作成など



１．はじめに

3）図書委員会について
・各クラス2名（高校：36名、附属中：2名）

・読書部、移動図書館部、展示部、カウンター部、

「プロジェクトＬ」に分かれて1年間活動

・読書月間のときは、行事に応じて班を編成し取り

組む



２．１年間の図書委員会活動について
１）図書委員会会議について（基本は年３回実施）

・ア 第１回 （①参照）

前期役員の選出、活動方針の確認、
活動内容の決定、部編成

・イ 第2回 （②参照）

読書月間について
・ウ 第3回 （③参照）

後期役員の選出、
読書月間について

◆活動方針
全校生徒と文化活動や資料センターとしての図書

館を結びつけるパイプ役として、積極的に活動する。
利用しやすく、遠さを感じさせない図書館づくり

に努める。

＊委員長には、自
分の好きな展示が
できる特典付き



２．１年間の図書委員会活動について
２）年間スケジュール

月 活 動 たより
４月 第1回図書委員会

各部会議
５ 移動図書館開始（→11月） 図書館だより
６ 第１回展示（展示部）

第1回読書会（読書部）
図書館だより

７ 第2回図書委員会
「みんなの推薦図書」の原稿依頼
「プロジェクトＬ」

（市立図書館とのコラボ企画）

図書館だより

８ 「プロジェクトＬ」
（市立図書館とのコラボ企画）



２）年間スケジュール

月 活 動 たより
９月 「みんなの推薦図書」の原稿回収

役員会 第3回図書委員会
図書館だより

10 読書月間行事の会議（各班ごと）
第２回展示（展示部）

図書館だより
（2回発行）

11 読書月間
（10月２６日～11月２０日）

移動図書館終了
第2回読書会
「みんなの推薦図書」発行

図書館だより

12 図書館だより



３）年間スケジュール

月 活 動 たより
１月 図書館だより

２月 第3回展示（展示部）
第3回読書会（読書部）
放送による本の紹介

（移動図書館部）

図書館だより
（1･2年生に配布）

３月 蔵書点検（1・2年生） 図書館だより
（1･2年生に配布）

＊1月からは1・2年生のみの活動



２．１年間の図書委員会活動について
３）図書館だより「Know ledge hunter」の発行

（④参照）( ⑤参照）

・ア 全員に割り当て（必ず1回は担当する）

・イ 5月から3月まで、月に1回発行

（読書月間中には2回発行）

＊展示を行うまたは展示のキャッチを作成する
特典がつくことがある



２．１年間の図書委員会活動について

４）部の活動
ア 編成と第1回の各部会議の日程を決定

イ 第1回部会議…部長を決め、連絡体制を考える。

今後の予定を作成

（1回で決まらなければ、次回会議を設定）



２．１年間の図書委員会活動について

４）部の活動

①展示部（6・10・2月）

・テーマを決め、本を選び、展示を実施

・展示コーナーの案内板掲示や飾りつけ

・図書館入り口と生徒昇降口の掲示用作成

・図書館だより・ＨＰに記事を掲載

（④参照）





２．１年間の図書委員会活動について

４）部の活動

②読書部（6・11・2月）

・第1回読書部会議で読書会について説明

・日時の設定、本の選定、スタイルの決定

・図書館だより・ＨＰに開催の案内と報告を掲載

・広報→チラシやポスター、放送など

（⑤参照）(⑨参照）





２．１年間の図書委員会活動について

４）部の活動

③移動図書館部

・毎週水曜日の昼休みに実施

・前日の放課後か昼休みに本の選定を実施

（会議または担当者でテーマを決めておく）

・当日昼休みに放送原稿を作成して放送部に依頼

（⑦参照）





２．１年間の図書委員会活動について

４）部の活動

④カウンター部

・部会議で、昼休み・放課後を割り当て、このときに個人

情報の取り扱いについて説明

（⑧参照）





２．１年間の図書委員会活動について

４）部の活動

⑤「プロジェクトＬ」
・福知山市立図書館とのコラボの企画、立案

・2013年度から実施「おすすめの一冊」

POPと本の展示

・2014年度は現在実施中。｢本でつながろう｣

POPと本の展示およびおすすめの本を書いてもらう

コーナーを設置（市民参加型）

（⑤参照）

（⑩参照）







２．１年間の図書委員会活動について

４）読書月間

・「みんなの推薦図書」

・チャリティ古本市

・展示

・読書会

・放送による本の紹介

・クイズ大会

・お話し会（みかんの木文庫、放送部、演劇部）

・スタンプラリーなど（図書視聴覚部企画）

（④参照）(⑩参照）

部活動とは別に、

班編成で行う。





３．図書委員に望むこと
１）学校によって違うこと

・石原高校→工業高校

「何かを行うときの手順」を学ぶ。

まずは集まる。

・大江高校

決めたことは責任を持ってやり遂げる。

・福知山高校

みんなで協力し、考え、持てる力を出し合って

活動する。

２）共通すること

何かを成し遂げる過程を学び、達成感を味わう。



４．成果と課題
１）成果

・１年を通して取組ができている。

・部会議が自主的に開催できる部がある。

・取組が計画的に行える部がある。

・役割分担をして、スムーズに企画を行っている部が

ある。

・図書館だよりなどに積極的にかかわり、達成感を

味わうことができている。

２）課題

・自主的とはいいがたい面がある。

・創造性の発揮に至らない面がある。

・形だけ整えようとするところがある



参考資料として、昨年度末に図書委員に行っ
たアンケートの簡単な集計をつけています。

ご覧ください。



ありがとうございました


